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01 図書館の現代的役割 木田　知生（図書館長）

02 学生に薦めたいこの1冊

04 図書館の使い方－学外のパソコンから利用できる図書館サービス－ 石丸　湖美（図書館事務部）

06 図書館TOPICS

08 本の扉を開けてみよう 伊藤　鉄生（社会学研究科博士前期課程1回生）

大まかに表現すれば、公共図書館の主たる役割が文

字情報の蓄積であったことは歴史的に見て確かであ

る。しかし、現在、図書館に求められる役割機能は、そ

れで十分であろうか。残念ながら、全く不十分なものと

なってしまった。すでに本誌で幾度も取り上げられて

来たように、公共図書館、とくに大学図書館に対しては、

文献の収集や蓄積といった基本的な役割以外に、図書

閲覧空間の整備と提供、視聴覚教材の提供、各種情報ネ

ットワークサービス、所蔵文献資料のデジタル化、各種

情報の社会発信等、旧来の役割以上に、実に多くの要望

が寄せられる時代にすでに突入しているのである。

人類が体験してきた情報蓄積の歴史は、いくつかの

段階に整理できる。まず文字の発明、つぎに紙の発明と

その利用が続き、これに筆記用具の改良がともなった。

そして東アジアに印刷術の発明とその活用の時期が訪

れたのは、今からおよそ一千年前のことであった。それ

まで一度に数部しかできなかった文献の複製が、以後

は数十数百倍の勢いで実現できることになったのであ

る。さらに近十数年のデジタル文献の作成とインター

ネットの普及によって、文献の複写と流布が文字通り

爆発的に推進された。情報の形態も、単に紙の文献情報

にとどまらず、その姿を急速に変じつつある。そのこと

によって、現在、我々は情報氾濫の大海原を漂う一掴み

の麦藁のような存在と化してしまった。つまり我々は、

自覚の有る無しに関わらず、今までに人類が経験した

ことの無い空前の情報革命の画期に生き、否応無く適

切な対処方法を迫られているのである。

中国文明圏では、古来、「承前啓後」とか「継往開来」

などの表現が貴ばれ、過去の遺産を正しく継承して来

たるべき未来を切り開くことが重んじられて来た。今

ほど、この言葉の重要性が痛感される時代はかつて無

かった。人類の文献収蔵（蔵書）の歴史に学び、文献や

書物のかたちの変化を知ることは、現今の溢れる情報

の意義を探る上で最も有効な出発点となろう。幸い本

学の図書館には、巻子本・線装本・洋装本や各種文書・

地図等、文献情報の歴史的変遷を物語る実物教材が数

多く所蔵されており、これらを手に取って学ぶ機会が

比較的容易に得られる。また、どの領域分野に関して

も、我々が不確かな知識段階から新たな第一歩を歩み

始める際、一定数量の参考図書と精神を集中できる静

かな環境が不可欠である。図書館空間には、最も基本

的な参考図書類と設備機材が集中して置かれ、静かな

閲覧環境も用意されており、人々の多面的な活用に応

じる備えがほぼ整えられている。

いまを生きる我々個々人の最も有力で多面的な情報

処理センターとして、大学図書館はその現代的役割を

自覚し、要請と期待に応え、その機能を益々高めていか

なければならない。

木田　知生（図書館長）



『「伝統」とは何か』 
大塚英志　筑摩書房　2004年  

　物知りであることと“知的”であることとは違います。
トリビアルな雑学は、知性への窓口ではあっても、そのも
のではありません。むしろ、現状（あるいは権力）を無条
件に追認したり、それに追随したりせずに、自明視されて
いることを疑い、そこに潜むクリティカルな側面を見出し、
そしてラディカルな“問い”を発する能力を持つことが、

知的であること（知識人であること）の条件ではないでしょうか。 
　本書は、“母性”や“愛国心”などといった「伝統」的とされるものが、
実は近代において政治的に作られたものであることを、柳田国男の「民
俗学」を基軸に据えながら具体的に語っています。教育基本法の〈改正〉
が決まり、男女共同参画社会基本法の骨抜き化をたくらみ、さらに憲法
の〈改正〉も目論まれているいまこそ、そもそも「伝統」とは何か、そ
してそれがいかにして作られたのか、と問いかけることの意味が一層増
しているに違いありません。本書をきっかけとして、大いに批判精神を
培ってください。同時にそれは、大学で“学ぶ”際に欠かせない基本姿
勢の体得にもなるはずです。皆さんは、もう立派な知識人候補なのです。 
 

『共生の大地』 
内橋克人　岩波書店　1995年  

　本書は、バブル崩壊以降、低迷する日本
経済が目指すべきは、「大競争社会」では
なく、「多元的産業社会」であると説いて
います。そして、その多元的産業社会の萌
芽が日本各地ですでに動き出している様子を、
緻密な「現場取材」を通じていきいきと描

いているのが特徴的です。 
　執筆された時期は10年以上前ですが、問いかけている
内容に古さを感じさせません。まさにジャーナリスト「内
橋克人」のすごさが見事なほどコンパクトにまとめられ
ている一冊だといえます。 
　研究書ではありませんので、新入生であっても気楽に
読める本ですし、最近の日本で言われている「構造改革」
とはひと味違う方向性を教えてくれると思います。この
本を通じて、どのようにして自分は社会に接続するのか、
を各自じっくり悩んでください。 

『飢餓海峡』（上・下） 
水上勉著　新潮社　1990年  

　新入生の諸君は、「復員」という言葉を聞いたことがあ
るでしょうか。戦後60年、もはや死語になってしまった
感がありますが、「復員」とは、軍務を解かれた兵士が帰
郷することで、日本では、敗戦直後から300万人以上の軍
人・軍属が海外から復員したと言われています。 
　この物語は、昭和22年9月、函館を直撃した台風による

青函連絡船遭難の翌日、その函館から15キロ離れた町の国道を、3人
の若い男が「復員服」をまとって歩いてくるところから始まります。こ
の中に主人公である犬飼多吉こと樽見京一郎がいるわけですが、ある事
件を通して、京都・丹波生まれの、この男の人生がルポルタージュと見
まがうほどのリアルさで明らかになっていきます。読者は、樽見の人生
を追体験することにより、戦後日本の起点とも言うべき時代の風を感得
することになるでしょう。「戦後からの脱皮」が進みつつある現在、「飢
餓海峡」とは何か、「飢餓」とは何を意味するのか、じっくり考えても
らいたいと思います。邦画界の鬼才・内田吐夢監督による同名の映画化
作品もありますので、あわせて鑑賞されるとよいでしょう。 

『犯罪不安社会─誰もが「不審者」？』 
浜井浩一　芹沢一也　光文社　2006年  
　大学生になると、読書の中心が小説から
新書にシフトする可能性が高くなります。
社会への関心が高くなるからでしょう。何
か読んでみようという方のために、まずは
この一冊をお勧めします。 
　良くも悪くも犯罪現象に高い関心が持た

れている昨今、本書が扱うテーマはみなさんにとってな
じみのあるものだと思います。著者は、様々なツールを
用いて、現代日本の犯罪現象に関する一般的な見方が適
切ではないことを論証しています。まずはその結論に驚
き、興奮してください。少し冷静になったら、著者が用
いている「社会を見るためのツール」自体に注目してく
ださい。本の内容それ自体だけでなく、著者の思考方法、
思考ツールまで自分のものにしようという姿勢ができる
こと─それができれば、あなたは実質的にも大学生になっ
たといえるでしょう。 

文学部助教授 
安藤　徹 
 

経営学部講師 
坂本　雅則 

経済学部助教授 
佐々木　淳 

 

法学部教授 
中川　孝博 

 

02LIBRARY NEWS



『技術と文明の歴史』 
星野芳郎著　岩波書店　2000年  

　私が大学生だったときも、図書館報に教員が新入生に
本を薦めるコーナーというものがありました。実をいうと、
そこで薦められていた本を読んだ記憶があまりありません。
そんな私が今度は薦める立場になろうとは… 
　しかしせっかくなので、とっておきの一冊を紹介します。 
　この本のテーマは科学技術が文明に与えた影響です。
進歩し過ぎた科学によって、古き良き知恵は失われ、環

境は破壊され、心が荒んでいく…といった内容をつい想像しがちです
が、事実はそんな単純ではありません。昔のほうが人口の割には環境
破壊の程度が大きかった石炭が、森の消滅を救った、というような意
外な事実が述べられています。もちろん核兵器、地球温暖化といった
科学技術の負の側面についてもきちんと述べられています。 
 
　大学生となった皆さんには、物事をいろいろな角度から見る姿勢を
身に付けてほしいと思いますが、その一歩として、この本は文系の人
にも理系の人にもお薦めです。 
 
　なお岩波ジュニア新書には他にもよい本がありますので、是非いろ
いろと読んでみてください。 

『深い河』 
遠藤周作　講談社　1996年  

　新入生の方に薦めたい本は数多くあります
が、遠藤周作の『深い河』は是非とも読んで
ほしい一冊です。 
　小説の主人公は神学生の大津という青年と
美津子という女性です。遠藤周作はキリスト
教作家として知られていますので、作品のテー

マもキリスト教が中心となっている感じがします。だが、
作品ではキリスト教はもとより、ヒンドゥー教、仏教など
の思想が日本、フランス、インドを舞台として描かれてい
ます。また、他に登場する人物を通して人間、死、戦争、
等について考えさせられるような構想で書かれています。 
　私は、これまで、『深い河』を三回読みました。そのた
びごとに新たな感動を持つことができました。本が出版さ
れたのは一九九三年ですが、その後、映画化されました。
龍大の図書館にもビデオがあります。そちらの方も薦めた
いと思います。グローバル化時代の今日、この作品から多
くのことが学べると信じています。 

新訂『福翁自伝』 
福沢諭吉　岩波書店　1978年 

　著者64歳の時に、自らの人生を振り返り、
口述筆記させたものに加筆した福沢諭吉の
自伝です。物心ついた頃から老年期までを
記憶を頼りに描いていて、読み物としても
大変面白く楽しめます。封建制度や門閥制
度を憤り、アメリカやヨーロッパで合理主
義を吸収した諭吉が、古い意識のままの日

本で理想主義者でありながら現実主義者でもあるという
生き方を貫いたことが、読み進むうちに明らかとなって
きます。日常生活の中の経済あるいは子供の家庭教育といっ
た面にも、彼の現実的な合理精神がユーモラスに描かれ
ていて面白く、とくに独特な金銭感覚などは、贅沢に慣
れた私たちが見習ってもよいのではないかとさえ思われ
ます。大学の浅薄な実学志向が問われる昨今ですが、こ
の本は「本物の実学とは何か」を考える上でのヒントに
なるのではないでしょうか。 
　諭吉にさらなる興味がある人には、茶屋二郎氏近著　
小説 福澤諭吉「若き血に燃ゆる」（リベラルタイム出版）
2006年がお薦めです。 

『少年A　矯正2500日　全記録』 
草薙厚子　文藝春秋　2006年 

 「Aに再犯の恐れはない」 
 「医療少年院でやるべきことはすべてやりました」 

　少年院関係者が胸を張った。（中略） 
 「一生かけて償います。申し訳ありません。二度と同じような

過ちは繰り返しません」 
　平成17年1月1日午前零時をもって本退院することになったA
が、被害者の遺族らに伝えた言葉である。（以上、本文より抜粋） 

　Aとは、平成9年5月27日友が丘中学校の正門に、殺害した土師淳君の
頭部を「酒鬼薔薇聖斗」と書いた声明文とともに遺棄した犯人のことです。
当時Aは中学3年生でした。 
　この本は、少年Aと家族、Aの矯正教育に関わった人たち、そして遺族の記録で
す。なぜこのような犯罪が起こったのか、そしてAの矯正教育がどのようにおこ
なわれたのか、その過程でAがどのように変わっていったのかが書かれています。 
　少年法の改正による厳罰化は、犯罪の抑止力になるかもしれないが、問
題を根本から解決することにはならないとこの本は語っています。子ども
の健全育成を考える上で、この事件から学ぶことはたくさんあります。興
味本位ではなく、きちんと読み込み、この本が何を投げかけているのかを
考察していただけたらと思います。 

理工学部教授 
松木平淳太 

 

国際文化学部教授 
生駒　孝彰 

社会学部教授 
青山　豊 

短期大学部講師 
黒川雅代子 
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～学外のパソコンから 
　利用できる図書館サービス～ 

データベースとは、関連する情報や資料が収集、分類・整理された、多目的に利用で

きるデータ集です。大学で契約しているデータベースは、全学認証のID／パスワー

ドを入力すれば、学外からも利用できます。

●こんなことができます
授業で課題発表をすることになりましたが、図書館に行く時

間がなかなかありません。そこで、自宅から使えるデータベース

で、資料を収集することにしました。

まず、課題に関する出版物を調べるため、『BOOK PLUS』を使

いました。昭和元年から現在までに国内で出版された書籍に関

するデータベースで、1986年以降の書籍には内容目次や帯情報、小説のあらすじまでが収録されてい

ます。

次に、課題に関する論文を調べるため、『MAGAZINE PLUS』を使いました。キーワードや論文名を

入力すると、学術誌や専門誌、大学紀要など雑誌論文見出し一覧が出てきます。『BOOK PLUS』と

『MAGAZINE PLUS』は『R-WAVE』（龍谷大学蔵書検索システム）へのリンクが貼られていますので、

龍大所蔵の有無も分かります。

次に、新聞記事で課題について取り上げられていないか探します。『聞蔵Ⅱ』は、1945年から今朝ま

での朝日新聞（地方版、夕刊含む）・AERA・週刊朝日の記事を検索し、新聞イメージや全文を見ること

ができます。

最後に、発表のレジュメ作成中、言葉の意味を調べるため、『Japan Knowledge』を使います。「日本

大百科全書」「現代用語の基礎知識」「大辞泉」「プログレッシブ英和中辞典」など様々な辞書事典から

語句の意味を知ることができます。

りゅうのすけさん（１回生）  

バイトやサークルで大忙し
で、発表の資料集めが思う
ようにいかない 

学外のパソコンから、デー
タベースが利用できます。

（図書館事務部　石丸　湖美）

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。在学生の皆さん、こんにちは。

図書館では、膨大な数の資料の中から、必要なものをすぐに手に入れられるよう、様々なサービスを行っています。

その中のひとつが、学外からの図書館資料やサービスの利用です。自宅のパソコンで、データベースの利用や、図書の予

約などができます。忙しい学生生活の中で、図書館をうまく活用してください。

BOOK PLUS

MAGAZINE PLUS

聞蔵Ⅱ

JapanKnowledge

データベース名 分野

自宅のパソコン
から利用できる
データベース一覧

※1オンラインジャーナ

ル＝オンライン上で閲

覧可能な雑誌

※右の一覧のデータベース

は全学認証のIDを使って

学外からも利用できま

す。図書館HPから、ログ

インしてください。

蔵書検索システム（R-WAVE） 龍谷大学蔵書検索

龍谷大学学術情報 貴重書画像データベース 貴重書資料

データベース 和漢古典籍目録検索システム 和漢古典籍目録

古典籍情報システム 古典籍資料

GeNii 学術ポータル

NACSIS WEBCAT 各大学図書館所蔵情報

NACSIS WEBCAT PLUS 図書雑誌目録／各大学図書館所蔵情報

NDL-OPAC 国立国会図書館資料検索

図書・雑誌書誌、文献 国文学論文目録データベース 国文学論文目録

記事検索、研究系 NII論文情報ナビゲータ CiNii 研究紀要文献情報

データベース ReaD（研究開発支援総合ディレクトリ） 研究者情報

NDL-OPACデジタルアーカイブポータル デジタルアーカイブ

滋賀県図書館横断検索システム
横断検索

近畿北部地区横断検索システム

国会会議録検索システム 会議録検索

BOOK PLUS 図書情報

MAGAZINE PLUS 雑誌記事索引

図書・雑誌書誌、
日経BP記事検索サービス オンラインジャーナル※１

文献記事検索、
EBSCOhost SPORTDiscus スポーツ分野記事索引

研究系データベース
EBSCOhost Library,Information Science & Technology Abstracts 図書館分野記事索引

InfoTrac One File

Dialog Select 海外文献情報

Academic Universe
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WEBサービスとは、図書館で行っている、取り寄せ、予約、複写申込み、貸出予約状

況照会などのサービスを、WEB上で行うことです。WEBサービス専用のID／パスワ

ードが必要になります。申請は随時各図書館カウンターで受け付けています。

●こんなことができます

自宅のパソコンから、図書
館サービスが利用できます。
（WEBサービス）

 

バイトやサークルで大忙しのりゅうのすけさん。
データベースを利用して、発表に必要な資料を
探し出すことはできたが、欲しい資料が3図書
館に散らばっていて、取りに行くことができな
いため、困っている。 

そん
な時
には！

 

集めた資料にあった参考文献のページから芋づる式に、必要な資料を発見した

りゅうのすけさん。文献複写申込みのWEBサービスなどを活用して、資料の

収集ができました。しかし、資料が集まってからが大変なことを、りゅうのす

けさんはこれから知るのでした。（ご利用は計画的に。） 

学内図書取り寄せ申込み＆資料予約申込み

例えば、大宮図書館や瀬田図書館の資料

を、深草図書館で受け取りたい場合、WEB

上から取り寄せ依頼をしていれば、次の日

の夕方以降には深草図書館で受け取ること

ができます。

また、貸出中の資料に予約をかけておけ

ば、その資料が返却された時に、メールで

連絡を受けることができ、取り置きして

もらえるので、すぐ

に借りることができ

ます。

貸出・予約状況照会

学部生の貸出は6冊2週間以

内ですが、様々な資料を貸出・

返却していると、借りた冊数

や返却期日があやふやになる

ものです。WEBサービスでは

現在の貸出、予約状況も照会

できます。

SDI (Selective Dissemination of

Information)新着図書通知サービス

キーワードを登録すると、そのキ

ーワードを含む新着図書をメール

でお知らせする機能です。卒業論文

のテーマや、自分の興味、関心のあ

るキーワードを入れることで、必要

な資料が図書館に配架されたこと

をすぐに把握できます。

学内図書取り寄せ申込み＆
資料予約申込み

貸出・予約
状況照会 SDI

データベース名 分野

図書・雑誌書誌、文献記事検索、 First Search 海外文献情報

研究系データベース JSTOR 海外雑誌記事検索

聞蔵Ⅱ 新聞記事検索

新聞記事検索系 NNA国際ニュース

データベース Times Digital Archive 海外新聞記事検索

Wall Street Journal

法令・判例・法律雑誌
LEGALBase 判例・法令検索

検索系データベース
判例体系 判例検索

法律判例文献情報 判例文献情報

企業情報・人物系
WHOPLUS 人物情報

データベース
＠有報革命

有価証券報告書
EDINET

JapanKnowledge オンライン事典

辞書・事典・統計系 総務省統計局統計データ
統計データ

データベース World Development Indicators Online

International Financial Statistics

E-Journal Portal

Japanese Journal of Applied Physics(JJAP)

オンラインジャーナル※1 Journal of the Physical Society of Japan(JPSJ)
オンラインジャーナル※1

（電子ジャーナル） Physical review OnLine Archive(PROLA)

ACM Digital Library

American Chemical Society(ACS)

E-Book Gale Virtual Reference Library E-Book

◆WEBサービスで利用できる
図書館サービス一覧

学内図書取寄せ申込み

資料予約申込み

文献複写申込み

他大学図書館図書取寄せ申込み

貸出・予約状況照会

文献複写・他大学図書利用進捗

状況照会

SDI (Selective Dissemination of

Information)新着図書通知サービス

パスワード変更

※学外データベース、WEBサービ

スの利用方法の詳細は、図書館

HP（http://opac.lib.ryukoku.ac.jp）、

もしくはライブラリーガイド

2007をご覧ください。
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宮図書館の入館ゲートを入ると、中央のガラス張りのエレベーターが目に入ります。

そのエレベーターの一面に、「祇園精舎の鐘の声　諸行無常の響あり」で始まる平家物語の冒頭の一

節が白い筆文字で記されています。この「平家物語」（覚
かく

一
いつ

本
ぼん

）、（桃山時代）は、大宮図書館が所蔵する貴重書

の一つで、2006年1月に図書館を改修した際、このようなデザインを施しました。

「平家物語」は、平家一門の栄枯盛衰を描いた軍記物で、中世前期に成

立して以来、広く国民に愛読されてきた日本文学を代表する作品です。

当大学が所蔵する「平家物語」は、全一二冊からなり、語り本系統の一方

流に属する本で、覚一本の最善本として有名です。覚一本とは、南北朝

期の代表的な琵琶法師覚一が当流の諸本として書き遺した伝本で、全十

二巻に灌頂巻
かんじょうのまき

を付したものです。平家物語諸本中では文学的に完成され

た最も古い写本として重視されています。

この本は、岩波書店『古典文学大系』の底本としても使用されている他、

教科書等でも写真入りでよく紹介されていますので、これまでにご覧にな

った方も多いと思います。

大宮図書館は、国宝・重要文化財をはじめとする貴重書の宝庫であり、

真宗・仏教・文学等に関するコレクションは、質量ともに日本有数のもの

です。

毎年、春と秋の特別展観では、一定のテーマのもと、これら貴重書の

中から選りすぐりの資料を国指定重文である大宮学舎本館1階の展観室

で公開しますので、ご覧ください。

そして、施設・資料ともに充実した大宮図書館を、今後とも是非、ご活

用ください。エレベーターの平家物語のデザインは、3階西側閲覧席か

らよく見えます。

大

田図書館では語学学習等を目的として多数のビデオ資料、DVD資料を所蔵しています。これまでは

ビデオ資料を見る場合は新館1階視聴覚コーナーで、また、DVD資料を見る場合には新館地下1階

DVDコーナーでというように利用目的に応じて機器の設置フロアが分かれていました。しかし、従前の視

聴覚機器の老朽化に伴って、2006年9月にこれら視聴覚資料の利便性向

上のために視聴覚コーナーを一新しました。

ビデオ・DVD一体型のプレーヤーを導入し、より大きなディスプレイ

に入れ替えることによって、全ての視聴覚資料を1ヶ所で集中的に利用

でき、さらに従前の設置台数を増やし、これまでの視聴環境を大幅に改

善しました。また、同時に瀬田図書館視聴覚コーナー設置以来、使用し

続け老朽化していたブースもこの機会に更に利用しやすい形状に交換

しました。このように新しく、かつ利用しやすくなった瀬田図書館の視聴覚コーナーを“まだ使ったことが

ない”という方は是非利用してください。なお、新館地下1階の従前のDVDコーナーは「無線LANサービスエ

リア」として開放しておりますので、こちらもご利用ください。

瀬

▲新しくなった視聴覚コーナー

▲図書館中央に位置するエレベーター

▲「平家物語」（覚一本）

▲エレベーターに描かれた「平家物語」
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草図書館では、貴重な資料などをミニ展観で紹介しています。2006年度からは一般の蔵書の中からも、普段皆さん

の目に触れることのない様々な資料を、テーマに沿って紹介しています。図書館には様々な資料があることを感

じていただきたいと思います。

深

「デジタルアーカイブで蘇る昔日の引札」

2006年6月17日（土）～6月30日（金）

長尾文庫（日本最大の社史コレクション）の引札（江戸から明治にかけての

広告絵ビラ）をデジタル化し、紹介しました。

「一日早かった終戦―埋もれた真実―」

2006年8月4日（金）～8月25日（金）

終戦日前日に公布されていた『官報号外』の「終戦の詔」をはじめ、第二次

世界大戦終戦に関する資料を集め、紹介しました。

「お札を彩る偉人と名著 Part1：伊藤博文・樋口一葉」

2006年9月29日（金）～10月13日（金）

お札となった著名人、伊藤博文と樋口一葉の著作や評論を集め、紹介しま

した。

「東京自慢名物会―大判錦絵にみる当時の流行と関係資料―」

2006年10月16日（月）～11月2日（木）

名店紹介図と芸人名扇子面、芸妓や女芸人の半身像、見立模様の3構成から

なる錦絵を、長尾文庫の社史と併せて紹介しました。

「ノーベル賞受賞者の著作―2006―」

2006年11月6日（月）～11月24日（金）

2006年のノーベル賞受賞者の紹介と、所蔵している著作を集め、紹介しま

した。

「歎異抄にみる様々なカタチ ―言語・装丁・意匠―」

2006年12月4日（月）～12月27日（水）

巻子本、折本などの装丁や、エスペラント語などに訳された翻訳本など、歎

異抄の書籍を集め、紹介しました。

「西洋活版印刷の世界―所蔵インキュナブラ・古活字本から―」

2007年1月10日（水）～2月1日（木）

西洋活版印刷の特徴をインキュナブラ（西暦1500年以前に作られた金属活

字により印刷された洋装本）を通し、紹介しました。

2006年度に開催された深草図書館ミニ展観（場所：入館ゲート左手　展観コーナー）

▲引札下村屋（大丸）（左）とデジタルアーカイブ閲覧システム（右）

▲『官報号外』（左）と『東京裁判』玉音放送（右）

▲伊藤博文・樋口一葉関連資料

▲東京自慢名物会と風月堂社史

▲2006年ノーベル賞受賞者関連資料

▲歎異抄の様々な装丁　巻子本（右）

▲西洋活版印刷物 「Cosmographia」（右）
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みなさん、突然ですが図書館を利用しています

か？この質問でドキッとした人もいるかもしれま

せん。図書館＝レポート提出、と連想してしまうと

か。おそらく、大学生になって図書館を利用しない

人はいないでしょう。レポートやテスト、それに

卒業論文の執筆というように、学生と図書館は切

っても切れない関係だと思います。でも、「課題が

あるから図書館に行く」では少し寂しい気もしま

せんか？えっ、今はインターネットがあるから大

丈夫だよって？インターネットを使っての情報検

索は確かに便利かもしれません。しかし、やっぱり

それも味気ない気がします。

本を読むということは、ただ単に書かれている

字を読むことだけではないと思います。本は一人

の手によって作られているわけではありません。

作者の想い、感情、思想、文体、それらを感じとっ

ていく楽しみはもちろん、その本が出来上がって

いく過程に立ち会った人々のことを考えるのも楽

しみのひとつです。翻訳や解説、編集、装丁に携わ

った人々、さらに出版した会社がどのようなとこ

ろに思いをめぐらせたかを見ることもできます。

時代や地域が違えば問題はないようなものでも、

その時その場所にとっては出版するのに大変な勇

気が必要だった、そういう本も数多くあるかもし

れませんね。そうした人たちの思いが詰まった本

と数多く出会える場所が図書館です。図書館には

膨大な量の本が所蔵されていますが、書架の間を

何気なく歩きながら、表紙を眺めたり、ふと目にと

まった本を拾い読みしたりすることも、本を読む

ということの一端を味わえます。手にとってみた

ときのその質感を肌で感じ、その本が置かれてい

る棚を眺めることによりその本と周りの本との関

係を考えてみる。これは実際に本と向かい合って

しか得られない生の体験であり、インターネット

の情報検索ではけっして得られないものです。

長い人生のなかで本との出会い、付き合いは数多

くあると思います。一冊の本とゆっくりと長く過ご

すのも、多くの本との出会いを求めるのも、本との

付き合い方は人それぞれです。しかし、学生のとき

ほど本と過ごすことができる環境はそうそうない

でしょう。あなたの人生を大きく動かす、友人か恋

人のような本、図書館ではそんな出会いが待ってい

るかもしれません。少しほこりをかぶっているその

本と素敵な世界の扉を開けてみませんか。

（社会学研究科博士前期課程1回生 伊藤　鉄生）

次号（10月発行予定）に掲載するエッセー（600字～650字）
を募集します。本や図書館をテーマにしたものであれば、
なんでも結構です。
※採用された方には記念品を差し上げます。詳しくは各図書館

カウンターまで。
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